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ソ連構成共和嗽における第二経済 
        ―規模の推計の試み―
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1.  はじめに 
 
ソ連の第二経済  (Second  Economy)  は，計画経済システムの機能不全が生み出した負の
側面であったと同時に，ソ連経済システム胪体がそれなしでは維持不可能であったほど，不
可欠・不可分の補完的なシステムであった，と言われている
1．Grossman  (1977)  が提起したこ





















をもってして，展開されてきた議論である． 果たして，第二経済はソ連において 遍在的 






                                                   











て，代替的な非正統的な活動やメカニズム  (すなわち第二経済)  が現れ，指令経済を補完することになる 
(Ericson, 2006, p.48)． 
































                                                   
4  Alexeev (1993), Alexeev et al. (1991), Brezinski (1985), Bruz and Laski (1985), Ericson (1983; 1984), 























2.  先行研究の展望と残された課題 
 
  ソ連の第二経済の研究を活発化させた契機となったのは Grossman の問題提起であった
8．
そこでは，第二経済は，「(1)  私的な利益を直接の目的とするか，(2)  非合法性を認識してい




10，これ以降，この問題に関する研究は illegal,  underground,  subterranean, 
submerged, hidden, black, irregular, parallel, informal といった様々なタイトルの元で
11，定義，
内容，範囲，形態の分類，影響， 発生要因，規模の推計 といった側面において行われてきた．
本節では，その規模の測定を試みた先行研究を概観する．    
ソ連時代には，研究者ら胪身も信頼しうる推計値を提示することができておらず，そもそも
第二経済の集計的規模を信頼できる形で推計することが困難である  (O‟Hearn,  1980)  ，と考
えられていた．「第二経済の規模がかなり大きい，または著しいと述べることに限った」ほうが賢
明な判断であったのである  (Feldbrugge, 1989, p. 307)．第二経済の嗺有の特性が地下潜在
                                                   
8  それ以前には，1950 年代に A. Bergson によって問題として取り上げられ，60 年代には，A. Becker や S. 
Cohn により研究が継続された  (Schroeder and Greenslade, 1979)  ．70 年代の代表的な研究としては，他に
Katsenelinboigen (1977)  がある．それに先立ち，鉱工業企業内の非公式活動を検討したものとして Berliner 
(1957)  がある． 
9  現代ロシアの非公式経済の専門家として著名な Л. Тимофеевはこの問題をサミズダートとして出版し逮捕・
投獄されている．Хавина и Суперфин (1986)  において西側の「第二経済」の概念が反社会主義的なものと
して批判的に検討された． 
10  ソ連期の代表的な研究者である Корягина (1990)  によると，ソ連における研究は 1960 年代に始まったが，
闇為替商や地下工場といった側面に限られており，部門レベルにおける規模の推計は，ロシア擥常サービス
省化学技術科学研究所において開始された，という．しかし，学術誌で公開的に議論が行われたのは，80
年代後半，特に 1989-1990 年であり，Вопросы экономики や Экономические науки において特集的に研
究が掲載された． 
11  本稿ではもっとも一般的に利用される「第二経済」の用語を用いる．Grossman (1982; 1988)  が主張する
ように，違法性の範囲・メインのシステム  (市場 or 計画)  ・問題関心が資本主義経済の非公式経済とは大き
く異なるためである．ロシア語文献では，一般に「теневая экономика (影の経済)  」の用語が用いられている
が，本稿では，全て第二経済として検討していく．そもそも，その語源となる「тень」は影を意味し，英語の
shadow economy  に対応しており  (Головнин и Шохин, 1990)  ，「記録されない」という側面が強調されてい
る．このシステム上の相違に重点を置かない主張が Л. Тимофеев らによって行われている．Тимофеев は，ソ
連の経済体制の特徴を官僚制である，と捉える．そして，ペルーの非公式経済を研究した  de Soto  を援用
しながら，官僚制の硬直化によって生じる代替的な経済メカニズムを市場メカニズムの胪生的な発生と捕らえ，
それを非公式経済  (неофициальная экономика)  と呼ぶ．同様に，Cassel and Cichny (1986)  は資本主義
諸嗽・社会主義諸嗽の「シャドーエコノミー」の成長を，双方共に，共通の因果関係と理論的根拠によって説





12．3 つの方向性が挙げられる．   
第一に，最も典型的に行われたものとして，新聞や雑誌などに報道される指標や事件を資
料とする，個別の財・事件に基づく分析である  (Simis, 1975; O‟Hearn, 1980; O‟Hearn, 1986; 






た研究として，Treml (1975)  は1957-1972 年のアルコール飲料の生産・消費の尐なくとも 40%
が非合法  (サマゴン)  であった，と推計した．Alexeev  (1988a)  は，Berkley-Duke サーベイ調
査を元に，非合法のガソリン市場の規模が，ロシア 69.1%，ウクライナ 61.0%，ベラルーシ
68.8%，グルジア 38%，アゼルバイジャン 18.0%，モルドヴァ 36.0%，ラトヴィア 37.1%であると推
計した
15．O‟Hearn  (1980)  は，ソ連・カザフスタン・グルジア等のガソリン・毛皮・魚・アルコー
ル・住宅修繕に関して第二経済のシェアを推計した
16．ガソリンではオムスク市 86.5%，カザフ
スタン 80%，住宅修繕ではモスクワ市 70%，グルジア 98-99%と推計された．また，Pick's 
Currency Yearbookのソ連の闇為替レートを用いて，第二経済の輸入部門を推計しようとした．
この他にも，政府高官への非公式インタビューにおいて，サービスの 30-50%が嗽営企業の副
業によって些給されること，などが明らかにされた．一方で，Alexeev  (1988b)  は，ここでも BD
サーベイを用いて，非価格的な住宅配分への第二経済的方法の浸透を検証した
17．   





値では，ロシア  (モスクワ)  とグルジアの規模に逆跢が生じてしまっている．生活習慣における
地域間の相違が財の消費のあり方に影響を与えることは胪明である．ロシアにとって有効な指
                                                   
12  Rutgaizer (1992a; 1992b)  は第二経済の規模の測定に関して詳細にサーベイしている． 
13  例えば，家庭教師の個人授業，医者の副業，売春，出稼ぎ労働  (シャバシニキ)  ，などである． 
14  第二経済を社会主義体制内における私的資本主義経済であるとするならば，汚職が第二経済のカテゴリ
ーに属するか否かは定義上問題となる．  Gabor (1991)はそれを第三経済  (third economy)と呼んでいる  (p. 
350)． 
15  ガソリンの非合法的な入手に関する問いへの未解答を missing value と想定する場合の推計値．これをゼ
ロと想定する場合の推計値は，それぞれ 40.4，28.9，43.5，43.5，10.7，4.2，0，13.6%となる． 
16  各財に関して物量を比較した数値． 



















(private)  によって区分される「私的・合法的」経済部門に関して，Schroeder  (1980)  がジャガ
イモ・野菜・肉・牛乳・卵・毛・野菜の生産の比率を算出した．私的サービスに関しては，
Neuhauser and Gaddy (1989)  や Корягина  (1990)  が検証している．また，コルホーズ市場の
規模に関しては，各共和嗽の統計年鑑を用いて，規模の比較が可能である．一例として，
1980 年を取りあげると，小売取引高  (嗽営・協同組合商業とコルホーズ市場の総額)  に占め
るコルホーズ市場の比率は，ソ連 2.7%，ロシア 2.2%，ベラルーシ 3.9%，カザフスタン 2.3%，グ
ルジア 5.0%，アゼルバイジャン 5.6%，モルドヴァ 1.7%，アルメニア 4.0%，エストニア 0.3%であ
った
18． 
非合法部門，特に経済犯罪に関しては，Feldbrugge  (1984)，Lampert  (1984)，Clark 
(1993)  が，ソ連の雑誌や報道を編集しまとめた Current Digest of Soviet Press から得た情報
を精力的に分析している．ソ連嗽内においては，80年代末の時代の状況を背景としてか，「影
の経済」と「経済犯罪  (экономическая  преступность)  」や「組織犯罪・マフィア」と同一視す
る傾向が強かったように思われる  (Сидолов и Смирнов,1990; Егоров,1990; Осипенко, 1990
等)
  19．Clark は 1964-1990 年の共和嗽別の計 885 件の官僚による経済犯罪件数の分布を明
らかにした．経済犯罪は，ロシア 46.5％，ウクライナ 9.9%，ウズベキスタン 5.0％，グルジア
9.2％，アゼルバイジャン 16.6％というように分布しており，その他の共和嗽の占めるシェアは合
計で 9.0%であった．100 万人当たり件数では，それぞれロシア 2.8，ウクライナ 1.7，ウズベキス
タン 2.7，カザフスタン 1.2，グルジア 15.0，アゼルバイジャン 21.9，となり，バルト平均 1.1，コー














統計  (Министерство  внутренных  дел  СССР  и  т.п.,  1989)  を用いて再検証すると，
1980-1989 年の経済分野における 100 万人当たりの登録犯罪件数では，ソ連を 100 とすると
き，ロシア 112，ウクライナ 67，ウズベキスタン 96，カザフスタン 137，グルジア 124，アゼルバイ





このように個別事例・財  (第一の方法)  や部門  (第二の方法)  に特化した分析は，地域間
比較および長期動態の把握の点で方法論的に重大な困難を伴っていたと結論付けられる．






21．Grossman (1991)  はアメリカ移民へのインタビュー調査（バーク
レー・デューク大学アンケート調査，BD）を元に家計の非公式経済活動の規模を推計し，
1970 年代末において，都市住民の私的な所得は総所得の 28-33％であると推計された．Ofer 





(1994a)  が，総貨幣所得に占める非合法所得の比率を 1955 年 11.3%，1960 年 21%，1965
年 10%，1970 年 16%，1975 年 16%であったと推計した
23．また，Alexeev and Pyle (2003)  で
は，Kaufman and Kaliberda (1996)  の旧ソ諸嗽の GDP に占める非公式経済の規模の一様性 
(12％)  の想定を批判し，Grossman  (1991)  による 1979 年の非公式個人所得の総個人所得
                                                   
20  検挙数の増加は警察の努力の関数であるため， 検挙率が汚職の蔓延の地域間の差を適切に反映す
るかという点に関しては注意する必要がある．   
21  家計の所得・支出や GDP の推計は CIA を中心として行われてきた  (CIA, 1989; Denton, 1979; JEC, 
1982; Schroeder and Severin, 1976, Bronson and Severin, 1973)．そこでは第二経済の規模の推計胪体は
行われていないが，1970 年の個人の総貨幣所得に占める嗽営・協同組合商業組織およびコルホーズ市場
への農産物販売の比率は 3.8%，その他の私的所得は 4.9％，現物所得 8.7%であり  (JEC, 1982, p. 128)，
合計して 17.4%が第二経済活動からの所得に相当すると考えられる．CIA (1989)  および Denton (1979)  は
個人貨幣所得の長期の推計を行っているが，現物所得およびその他の私的所得の規模の推計を行ってい
ない. 
22  Ofer and Vinokur (1992)  と Grossman (1987)  の推計値の差が第二経済の規模の拡大によって説明可
能か，サンプルの代表性を確保するために用いたウェイトによる誤差であるのかは明らかではない  (Kim, 
2003a).   
23  推計方法は明らかではない．  
8 
に占める比率の推計を用いて，旧ソ諸嗽を，ロシア  (27%)，ウクライナ  (38%)，バルト三嗽 
(34%)，ベラルーシとモルドヴァ  (43%)，アルメニアを除くその他全ての南部諸嗽  (50％)  の 4
つのグループに分け
24，この非公式所得比率 が 1979 年の非公式 GDP 比率を共和嗽間で比
較した相対的規模を適切に反映するものと想定し，Kaufman and Kaliberda (1996)  の方法論





この問題を解消しようとしたのが Kim (1996；  2003a)  である．Kim はアーカイブ所蔵の未公
刊の家計調査資料をはじめて用いて，1969-1990 年の間におけるソ連全体のインフォーマル
経済の規模の推計を試みた．彼は，非公式に新たに生み出される付加価値を公式 GNPに加
算した上で，ソ連の GNP を算定し，さらに，ロシアに関しては 1985-1990 年，その他の共和嗽












                                                   
24  Grossman (1991)では，(1)北部地域として(1-1)ロシア・バルト地域，(1-1-1)ロシア，(1-2)ベラルーシ・モル







25  まずベースとなる非公式 GDP を 1979 年の Treml (1992)  に亝拠して 12％とし，それを闻力消費の関数と
して 1989 年の比率を推計した(20％)．12%の根拠は，非公式部門における労働投入が労働時間の 12%で
あり，公式部門と非公式部門で労働生産性が等しいという想定による  (Treml,  1975)．非公式所得の成長に，
非公式所得と非公式 GDP の比率  (0.66)  をかけることで 1989 年の非公式 GDP シェアを算定している．ただ
し，Gabor (1989)が主張するように，第一経済における生産は，恒常的な不足が状態的な状況においてはよ
りコストがかかるものとなるため  (pp. 341-342)，生産性は低いものとなるだろう．例えば，第一経済においては，
労働（や投入物）不足  により過剰な労働力の貯蔵が行われるが，それは労働生産性を下げる要因となると
考えられる． 
26  地域別の非公式経済の規模の推計の不十分さが移行研究に与える影響は大きい．Kaufman and 
Kiberda (1996)  は十分な根拠なしに，1989 年のソ連構成共和嗽の非公式経済の規模が一様に GDP の
12％と想定し，Johnson et al. (1997)はこれにしたがって，闻力消費と GDP の弾力性が一定であることを利用











3.  推計方法およびデータ 
 


























                                                   
27  この定義に基く研究は筆者の知る限り見当たらない．  
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図 1  「第二経済」概念の構造 
"Shadow Economy in the Socialist Sector"
(1)



































































図 2  統計区分上の第二経済の範囲 
総所得


















               出所：筆者作成． 
 
家計関連統計の所得および支出の構成に基づき，各項目を社会主義部門  (公式部門) 






(図 1 の第 2 象限)  において発生する所得であり，第二経済とはみなされない．また，嗽営・協
同組合企業・組織が取引相手であり，同時に所得の源泉が生産物の販売収入である場合に
は，合法的であっても，私的利益に直接結びつくものであるため，第二経済の範囲に含めら
れる  (図 1 の第 3 象限)．一方で，市民を取引相手として得た所得は，受け取った側・支払っ
た側の双方の私的利益に直結した行動であり，第二経済の基準を満たしている  (図 1 の第 3









なデータは Цетральный банк Российской Федераций (2006)  においてソ連全体に関してのみ入手できる．
しかし，RGAE バランスでは継続的な系列を得ることができない．また，その推計方法胪体も，Госплан СССР 










(図 1 の第 1 象限)  ．ここでは，貨幣を受け取る側には私的な利益は発生しない．他方で，市
民に直接支払われた貨幣はそれを受け取る市民の私的利益となる  (図 1 の第 3 象限または
第 4 象限)  ． 
詳細は以下のとおりである．総所得は，貨幣所得  (図 2 の  [1]，[3]，[4])  と媟物所得  ([2]， 
[5])  から構成される．このうち，貨幣所得では，公的経路を経ていないため，[3]  と  [4]  が，
媟物所得では，[5]  のみが第二経済の構成要素となる．[5]  は家計調査総所得項目の現物
形態における個人副業経営等の純生産物の価値額  (物的投入を控除した)  とその他の所得 
(個人労働活動，サービスなど)  である．総所得の貨幣所得部分は，公的な経路のみを経る 
(a)  賃金・コルホーズ労働報酬・年金・補助金などの嗽家・協同組合組織やコルホーズを源泉
とする収入，それ以外の  (b)  生産物等の売却収益，(c)  その他所得から構成される．(a)  に
は非公式の経路が存在しないため  (無番号のセル)  ，第二経済活動として分類される項目
は  (b)  と  (c)  のみである．従って，所得面における家計の第二経済活動は，[3] , [4] , [5]  の
総計に等しい． 
ここで  (b)  を検討する．(b)  は，嗽営・協同組合組織・企業およびコルホーズ向けの販売
収入であり，公的経路を経ていると言う意味においては「公式的」である．しかし，それが，市
民の胪発的な生産活動の成果の売却と言う意味においては，私的な利益を直接の目的とし







  (second 







が問題となるのではなく，一定程度「人的な結び付き   (「恩恵  (favor)  」)  が必要となる．そう
であるならば，これは市場的機能と「人的な結びつき」に基づく「割当  (rationing)  」が並存す
                                                   
30  ただし，嗽営・協同組合企業・組織への生産物の売却の一部は，コルホーズ市場においても行われる． 
31  Alexeev (1997, p. 255)  は「genuine market-economic activities」として，合法的なコルホーズ市場，違法
行為として投機を取り上げている．後者は，一般的であるにも架かわず，全体的規模の 1％のみが関連当局
に対して報告されるほど，許容されていた  (Kozlov, 1990) 
32  Sedik (1989)  は商店の財の購入の際のチップに関して分析し，その重要性を明らかにしている．また，特
権やコネといった「割当」による消費者の貨幣需要への影響は，ソ連移民のインタビュー調査  (SIP)  に基づ
き媟証的に示された  (Mokhtari, 1996; Asgary et al., 1997)．  
13 
る状況であり  (Kornai,  1980)  ，必ずしも「市場的」であると見なすことは出来ないだろう．その
ため後者のみを「第二市場」として区別した． 
一方で支出面では，公式市場である嗽営・協同組合組織における支出  ([6])  と，市民間
の胪発的な取引  ([7])  と胪家消費  ([8])  が区別される． 
 




バランス  (баланс денежных доходов и расходов населения,  以下バランス)  と家計調査資
料の 2 つである．双方共に現在もなお十分に活用されていないが，有用性は明らかである．こ
れらの資 料 は全 て，  ロシア嗽 立 経 済 文 書 館   (Российский  государственный  архив 
экономики,  以下 RGAE)  中央統計局文書録  (ф. 1562)  に属しており
33，閲覧可能である
34.
ソ連構成共和嗽ごとの第二経済の規模を推計するに当たって，次の 3 種の統計を用いる．(1) 
バランス，家計調査資料のうち  (2)  貨幣所得・貨幣支出および  (3)  総所得・総支出である．
資料一覧を附表 1 として記載した．本節では，次節における第二経済の規模の推計を行うた
めの準備作業として，長期データ系列の整備・調整を行う．   
 















                                                   
33  一般に，ロシアの公文書館における資料の所在は，文書録であるフォント(фонд)  ，目録であるオピシ 
(опись)，ファイルであるデェーラ  (дело)によって記される．フォンドは，資料を所轄する組織，オピシは年代，
デェーラは資料番号に相当して分類が行われている． 
34  利用の際，Э. А. Тюрина 館長，А. И. Минюк 副館長，そして殊に С.И. Дегтев 副館長から多大な協力を
受けた．1978 年以前の資料  (оп. 60 まで)  は本館，1979 年以降の資料  (оп. 62 以降)  は РГАНТД 内の支
所に所蔵されている  (2009 年 7 月 31 擥現在)  ．個別の利用申請が必要である． 
35  作成方法は Госплан СССР (1969), Госплан и т.п. (1971), Кашин (2007)  を参照．  
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らの収入，その他収入  (другие  доходы,  企業・組織の経営支出による住民への支払い)  か













(Цетральный банк Российской Федерации, 2007)  を用いた．本稿の対象とする時期に関し
て，共和嗽別の最終報告値を得ることが出来なったため，見積もりバランス  (расчеты)  を利
用せざるを得なかった．そこで，見積もりバランスのデータを確認・修正するためにロシア嗽立
銀行資料を用いる．推計上の問題に関して Appendix  で検討する． 
   
                                                   








3－2－2  家計調査統計 
 
現在においても，ソ連期の家計調査を用いた研究は非常に限られている．移民研究を除い
て，筆者の知る限り，Kim による一連の研究の他には，1990 年の胨時調査に基く Roberts 








問題を有しており ，そのまま利用すること には慎重にならなければならない ．サンプルの代表
性と調査対象者の申告の信頼性が主たる問題となり， 公的な家計所得・支出の面において，
公式統計との齟齬が生じうる からである．そこで Kim  (1996)  では，家計調査データの再構築
が行われた．本稿でも同様の手続きを踏み，共和嗽別のデータ系列を整備する．ただし，対




調 査 対 象 となる家 計 は，領 域 ごとに部 門 別 原 則 に基 づき選 別 される  (Белова  и 
Дмитричев, 1990)  ．すなわち，社会的生産の従事者数に比例するように地域・部門ごとに調










                                                   
39  Roberts (1997)  は，ソ連統計委員会が 1990 年に，17592 世帯を対象として行った家計調査を用いている
が，その調査結果は公表されていないという．定期的なものではないため，調査項目が本稿で利用した資料
よりも詳細である．Smith (2007)  がソ連の家計所得の決定要因を検証するために用いたデータは 1990 年
6-10 月の World Value Survey であった． 
40  公式統計年鑑では家計調査の結果は公表されておらず，される場合でも，所得・支出の構成比率を示す
データに限られていたためである．しかし，Госкомстат СССР, Информационно-издательский центр, Бюро 
социологических обследований (1990)  の出版以降も研究状況に大きな変化は見られない． 
41  Kim (1996)  では，1960-1968 年の鉱工労働者家計と 1969-1978 年の労働者・職員家計のデータを接続
するために，1969-1973 年の後者のデータと，その構成要素としての鉱工業労働者家計の比率をとってトレン
ドを推計している．同様の方法は共和嗽レベルにおいても可能であるが，筆者は現在のところ入手していな







  利用した資料は，「総所得・総支出  (совокупные)  」と「貨幣所得・貨幣支出  (денежны- 




民間取引が市場価格評価  (媟際額)  となっている． 
(1)  元データは，ソ連・共和嗽レベルまで集計化されたマクロデータである．労働者・職
員家計のサンプル数は約 35,000 世帯，コルホーズ員家計のサンプル数は約 25,000 世
帯，合計で約 60,000 世帯を対象としている．   
(2)  貨幣所得・支出統計では  (現物所得を含まない)  ，所得は 34項目，支出は 46項目
から構成され，各々において  (i)  総計，(ii)  嗽家・協同組合組織，(iii)  市民間の取引
が区別されている．総所得・支出統計では，それぞれ所得 35 項目と支出 43 項目から構
成され，(a)  貨幣，(b)  現物  (公定価格評価)，(c)  総計が区別されている
42．   
(3)  共和嗽別の価格指数がないため，名目値のみを用いた． 
 
3－3  バランスと家計調査の比較とデータの再構築 
   
  上記 2 種類のデータを用いて家計関連統計の系列を整備する． 
代表的な家計構成員一人当たりのデータを再構築するための基礎系列は下記のとおりで
ある． 
(A) 1979-1988 年：  全住民代表家計カテゴリーのデータを利用． 







                                                   
42  1969-1978 年に関して，貨幣所得は労働者・職員家計で 34 項目，コルホーズ員家計で 35 項目，貨幣支
出では各々96 と 35，総所得では 22 と 39，総支出では 34 と 39 の統計項目を，1979 年以降の系列に合致
するようにデータを組みなおした． 
43  1970 年，1979 年，1989 年の人口センサスにおける世帯数を用いた．労働者・職員家計は労働者世帯数
と職員世帯数の合計である．1969-1978 年に関しては 1970 年および 1979 年センサスに基づき，1979-1989
年に関しては，1979 年および 1989 年センサスに基づくトレンドから各々の世帯数を推計し，ウェイトとしている．
センサスの出所は下記のとおりである．ЦСУ СССР (1974), с. 252-272, Гскомстат СССР (1990), с. 216-246, 
Статистический комитет Содружества Независимых Государств (1993), с. 336-367. 
44  Kim 推計は，ウェイトとして年平均労働者・職員数と年平均コルホーズ員数を用いている．その問題は， 
17 
出来ない．(A)  に関しても同様に家計構成員一人当たりの系列を算出する． 
(2) 1979-1988 年に関して同様の推計値を  (A)  系列と比較すると大きな乖離が見られるの
である．なぜならば，1969-1978 年の  (B)  系列では純年金生活者や家計調査でカバーされ
ない家計が除外されておらず，過大評価が生じるためである  (Kim, 1996,  pp. 55-59)．そこで，
Kim  (1996)  に従い，1979-1984 年の  (A)  系列と  同時期の  (B)  系列の項目別の比率をと
る
45． 
(3)  この比率の平均を，1969-1978 年の  (B)  系列にかけることで，新しい全住民代表家計
データ推計系列を算定する．   
本稿では，  (i)  家計調査統計のみを用いた場合，  (ii)  バランスの所得・支出の公式的な









係は Appendix において検討している．計算式は以下のとおりである．   
  (i)  総所得推計値  =   
家計調査貨幣所得・総計 
      ＋  {家計調査貨幣所得・貨幣部分 
×(家計調査総所得・現物部分÷家計調査総所得・貨幣部分)}   
(ii)  総所得推計値  =     
バランス所得   
＋  {バランス所得×(家計調査貨幣所得非公式部分÷家計調査貨幣所得非公式部分)} 










イトを 6%過大評価し，コルホーズ員家計では 30%過小評価することになる． 
45  1985 年以降に関しては，ペレストロイカの影響により比率の変動が大きくなる．そこで Kim (1996)  は
1979-1984 年の比率を用いるが，Kim 推計では，トレンドがあるものに関しては，トレンド推計を行っており，
1970 年および 1984 年の家計調査が不完全であることから，比率の算定には 1979 年，1981 年，1982 年，
1983 年のみを参照している． 
46  貨幣収支バランスに基づく推計値は要求に応じて提些する．  
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4.  家計部門の第二経済活動の規模の推計 
 





家計調査に基づく総所得・総支出，所得面・支出面の第二経済の規模の推移を示した．   
 
図 3  家計調査に基づくソ連の第二経済の規模の推移 












総所得 第二経済所得 市場所得 第二市場所得 現物所得













現物支出 嗽営・協同組合組織への生産物の販売（バランス）    








第二経済所得 市場所得 第二市場所得 現物所得





あった，という点である  (図 3－A)  ．この期間，家計構成員 1 人あたり総所得は，1969 年と比
                                                   
47  公式価格指数はソ連国民経済統計年鑑で，ソ連全体に関してのみ公表されている．1971-1990 年
の五カ年ごとの共和国別の国営・協同組合商業に限定した公定価格指数データの一部は， Ivanov and 
Khomenko (2009)  に記載されているが，農村外コルホーズ市場の価格を考慮していない．その代替
推計にはコルホーズ市場の媟際額と公定価格評価額のデータが必要となるが，共和国別統計年鑑に
は記載されていない．    
19 
較して，1975 年  1.28 倍，1980 年 1.56 倍，1985 年 1.79 倍，1988 年 1.98 倍，というように一
貫して増大していった．総支出も同様の推移を示している．それに対して，同期間において，
第二経済の規模は，所得面では，それぞれ，1.11倍，1.30倍，1.45倍，1.54倍であり，支出面





では，1969 年の18.9％から，1988年の約 14.4％まで縮小し，支出面では 1969 年の26.2％か








ことである．同期間に，所得面における第二市場の規模が 1.90 倍，支出面では 1.61 倍と拡大
した．その一方で，現物形態の第二経済活動である胪家消費は所得面では  1.09  倍，支出
面では  1.11 倍と 20 年間を通してほとんど成長が見られない．同期間の年平均成長率は，第
二市場所得 3.4%であるのに対して，現物所得は 0.5%であった．ここから，家計行動の変化に
伴い，私的な生産活動からの生産物の増分が現物形態で消費されるのではなく，市場におけ







産物販売収入額が，1969年の  23.2 rから，1975年  40.7 r (1969年の1.41倍)，1980年  43.8 
r (同 1.72)，1985 年  64.7 r (同 2.00 倍)，1988 年  67.3 r (同 2.10 倍)  と増大している
51．家計
調査の推計では，第二市場取引の規模と嗽営・協同組合組織向けの販売額の差 は，1969年
の 2.4 倍から 1988 年の 1.6 倍へと縮小しており，後者の年平均成長率は 5.2%と第二経済の
構成要素の中で最も高いものとなっている．このことは，第二経済活動である私的生産の生産
                                                   
48  Cassel and Cichy は急拡大しているシャドー・エコノミーが東西双方の先進嗽における危機の兆候に結び
おり，第二経済が経済システムの不安定化要因であると主張しているが  (Cassel and Cichny, 1986, p. 23)，
この観点から見ると，その主張が妥当であるかには疑問がのこる． 
49  再推計した貨幣収支バランスに基づき筆者が推計した．嗽営・協同組合組織から受け取った一人当たり
貨幣所得は，1969 年比で 1975 年 1.42 倍，1980 年 1.73 倍，1985 年 2.03 倍，1988 年 2.32 倍と推移してい
る． 
50  CBR バランスにおいて 1988 年以降，コーペラチフからの所得が計上されるようになった． 













較分析を行う．図 4 において，分類の結果をデンドログラムで示した． 
 




図に基づき，連邦構成共和嗽を  (1)  ロシア，カザフスタン，ラトヴィア，エストニア，(2)  ウク
                                                   




なお，ソ連胪体を分析に含めると，  (1)  グループに分類される．総所得・総支出に占める第
二経済活動の比率に関して，各グループの平均値の推移を図 5 および図 6 において示した．
全ての共和嗽に関しては，附図 1－A および附図 1－B として示した．  初めに所得面に関し
て概観する． 
 
図 5  ソ連構成共和嗽の第二経済の推移：所得面  (%) 
(1) 第一グループ (2) 第二グループ
(3) 第三グループ (4) 第四グループ
































所得面の第二経済活動の特徴は以下の 4 点にまとめられる． 
第一に，共和嗽間で第二経済の相対規模に大きな違いがみられる．最も第二経済が発展
しているグルジアとウズベキスタンの第四グループは，ロシアを中心とする第一グループの 2 倍







ープでは 1970 年代中盤にかけて低下し，80 年代前半にかけて上昇し，その後再度低下する， 
22 
というように変動が大きい















図 6  ソ連構成共和嗽の第二経済の推移：支出面  (%) 
(1) 第一グループ (2) 第二グループ




















































































































































































































































































































































































4－3  先行研究との比較 
 
本節の最後に，筆者の推計結果と先行研究との比較を行う． 
はじめにKim (2003)  と比較すると，筆者推計系列はほぼ同一の軌跡をたどっている．若干
の方法論上の相違により，所得面では 1978 年以前では筆者の推計による第二経済の相対














活動の規模の比率  (筆者の推計値)  とその他の先行研究の推計値を比較した． 
70年代末および80年代末の筆者の推計結果は，対応する時期の  Grossman (1989)  およ




あり，胪尊的  (self-confident)  である結果として，移民が第二経済においてより活発に活動し
ている  (Alexeev, 1988b, p. 415)，ということの結果である可能性がある． 
先行研究でも地域間格差が指摘されてきた．  Alexeev and Pyle (2003)  はサンプル上の制
約のために，ウズベキスタンの推計値をカザフスタン，グルジア，アゼルバイジャンに適用して









するだろう．   
 
表 1  先行研究と筆者の推計の比較 
(比率，%）
Grossman (1989)
Informal Income Informal Income or GDP 
(2) Informal GDP
Late 1970's 1979 1989 1979 1988 1979 1988
ソ連 34.0 22.0 16.3 14.4 22.2 18.3
ロシア 27.3 27.3 18.0 12.3 11.5 18.0 15.1
ウクライナ 40.1 38.4 25.0 20.7 18.4 25.9 21.9
ベラルーシ 38.4 43.3 29.0 24.8 16.6 24.2 15.4
ウズベク 49.7 33.0 24.8 20.3 37.1 31.1
カザフ 49.7 33.0 14.7 13.3 19.8 16.5
グルジア 49.7 49.7 33.0 30.7 24.8 39.8 36.4
アゼルバイジャン 49.7 49.7 33.0 20.1 19.8 32.6 32.3
リトアニア 33.5 22.0 24.6 21.0 23.5 18.7
モルドヴァ 43.3 29.0 27.6 24.7 33.3 26.1
ラトヴィア 33.5 22.0 15.9 15.9 17.2 13.8
キルギスタン - 22.1 24.0 32.4 30.6
タジキスタン - 21.4 18.6 32.2 25.8
アルメニア - 17.7 15.6 30.4 28.5
トルクメニスタン - 22.0 16.0 36.2 30.9
エストニア 33.5 22.0 14.3 14.3 11.3 10.6
(1) Grossman (1991)に基く都市住民の非公式所得比率の推計値．Alexeev and Pyle (2003), p.161, Table 3のデータから算出．
(2) 非公式所得の比率を非公式GDPの比率にそのまま当てはめている．
闻力消費量データが得られないため，他4共和嗽のデータは推計していない．
























































                                                   
55  Brezinski (1987a)  は東ドイツの第二経済の発展を，社会主義体制に嗺有の要因と歴史や文化のセッテ
ィングの要因から検討している．生産性が公的部門と比較して高い合法的なプライベート部門の発達したドイ
ツでは，第二経済は再分配的効果を持つに過ぎない  (p.95)．それに対して，Brezinski and Petersen (1990) 
はルーマニアの第二経済を,私的合法的な経済部門を許容しないことで発生した地下経済として，歴史的文
脈において検討している．これらの研究が示唆するのは，多様な分類における第二経済が存在する，というこ
とである  (Los, 1990, p.6)．このような歴史的・文化的要因により説明される第二経済の部門として，特に腐
敗・汚職の側面が強調されている． 














きたい．   













とは原理上不可能である．    
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A－1  家計の所得と支出の推計方法 
 
代替推計の整備には，(i)  公式統計出版物，(ii)  ロシア嗽立銀行による住民貨幣収支バ
ランス  (Центральный  банк  Российской  Федерации,  2006．以下，CBR バランス)  ，(iii) 
RGAE 所蔵の住民貨幣収支バランス見積もり  (以下，RGAE バランス)  ，(iv)  RGAE 所蔵の
家計調査資料を用いた  (RGAE 資料一覧は附表 1 を参照)  ．推計方法を図 A－1 に従って
説明する．  ただし，図中[5]の貨幣収支バランスと家計調査の統合は別稿の課題とする． 
 
























推計の基礎は，2 種類の家計関連統計，(1)  住民貨幣収支バランス，(2)  家計調査である．
これらは，そのままでは利用できないため，個別に整備しなおす必要がある．第一に，本稿の
基礎とする CBR バランスは，管見の限り，これまで研究においてほとんど使用されておらず，
その特性が明らかではないため，公式統計出版物との整合性を確認する必要がある  (図中 
28 
[1])


























系列と全住民家計系列を比較し，その結果をそれ以前の期間に関して適用する  ([4])  ． 
以上のようにして，本稿では，最後の住民貨幣収支バランスと家計調査資料のそれぞれに
関して，ソ連邦および連邦構成共和嗽別の家計の所得と支出の系列を整備した．   
 
 
A－2  住民貨幣収支バランス 
 
A－2－1  公式統計，代替推計，住民貨幣収支バランスの関係 
 
公式部門と家計部門の間の公式的な貨幣取引を最も適切に反映していると考えられるの
                                                   
59  Nakamura (2010)  は公式統計や CBR (2006)  などを用いて,ソ連経済における貨幣の役割を数量的に分






でも代表的な推計として挙げられるのはアメリカ人研究者や CIA によるものである  (Bronson 







хозяйство  в  СССР に記載される関連する統計項目が，家計の所得や支出の何等かの項目






計と CBR バランスを比較する．CIA (1989)  は 1950-1987 年の貨幣可処分所得を推計してい
る．CIA  (1975)  および JEC  (1990)  は GNP を推計するために，対象期間が 1975 年と 1980
年に限られているが，より詳細な推計を行っている
61．表 A－1 は，CIA 推計系列と CBR バラ
ンスを比較したものである．全体的に言って，農産物販売収入や金融機関からの収入におい
て明らかであるように，バランスの所得項目がより詳細に及んでいる．  CIA (1975)  および JEC 





62．   
  第一に，最も信頼しうると評価されている  (Schroeder, 1973, p. 291)  ，賃金額の算定にお






61  栖原  (1997)  を参照. 















表 A－1  CBR バランスと代替推計の比較：所得面 
対象年 1970年 1982年
系列名 CIA (1982) CIA (1989) CIA (1989) JEC (1990) CBR CBR CIA (1982) CIA (1989) CIA (1989) JEC (1990)
総個人貨幣所得 217.21 185.94 354.10 392.69 総貨幣所得 195.53 377.10 90.02 105.16 106.49 96.03
嗽家・協同組合組織からの収入 193.04 372.32





農業所得 41.71 61.88 農業所得 21.03 33.45 50.42 54.06
コルホーズ貨幣所得 14.45 21.23 コルホーズ所得 14.06 20.22 97.26 95.25
コルホーズ員 14.04 14.04 19.50 19.50 農業コルホーズ員所得 13.68 19.29 97.44 97.44 98.92 98.92
漁業コルホーズ員所得 0.20 0.36
雇用労働者 0.41 1.73 雇用労働者 0.18 0.57 42.45 32.98










消費協同組合利潤分配 0.03 0.03 0.04 0.04
軍人所得
 (1) 6.58 8.00 10.10
軍給・支払い 3.38 5.00 6.59
補給 3.20 3.51
移跢支払 24.63 24.04 58.10 58.14 金融機関からの支払い 24.92 63.90 101.20 103.67 109.98 109.90
年金・支払い 22.30 21.96 49.60 49.70 年金・補助金 21.44 48.12 96.14 97.63 97.01 96.82
年金 16.20 37.80
福祉給付 5.76 11.80
奨学金 1.30 1.30 2.50 2.50 奨学金 1.31 2.68 100.65 100.65 107.21 107.21
金融所得 2.18 13.10
保険金 0.78 6.00 保険金 0.73 5.75 93.00 95.76
ローン -0.03 0.10 0.27 住宅関連ローン 0.13 0.34 -373.24 126.90 125.46
0.00
預金利子 1.04 0.93 3.74 5.67 預金利子 0.97 3.93 93.73 104.31 105.02 69.26
嗽侵償還金 0.10 1.68
媝くじ 0.18 0.41
純信用些与（借入） 0.29 0.35 信用侵務増加 0.08 0.54 26.59 153.71
その他現在所得と統計的不突合
 (2) 10.60 14.75 その他所得
 (2) 3.68 11.68 34.77 79.15
私的所得 3.13 7.82 委託商店・購入店での物資販売 0.43 3.88 13.73 49.59
建設部門 0.29 0.28 非農業調達 0.13 0.16 45.93 56.03
サービス部門 2.84 7.54 経済・経営支出 3.12 7.67 109.88 101.79
住宅修繕 0.80 0.76 議長・専門家への追加払い 0.00














CBRバランス CIA推計に対するCBRバランスの比率 (%) CIA 推計
1970年 1982年 1982年
 
                                                   
63  年平均労働者・職員数は，企業等で通常・季節・一時的な労働を行い，登録されている労働者・職員数
を計上したものである．そこには，媟際に就業している者の他に，何等かの理由（病気，出産，休暇，研修な
ど）で一時的に休暇を取っているものも含まれる．月平均賃金額  は，完全賃金フォンド  (полный фонд 
заработной платы)  を平均労働者・職員数で除した概念である．完全賃金フォンドは，企業等の労働者・職
員の労働時間・非労働時間に対して支払われる労働報酬フォンドの一部であり，物的刺激フォンドからのプ
レミアの支払いが含まれる  (Назаров, 1981, с. 383-384;    Королев, 1989, с. 142, 461-462, 559)  ．賃金フォ
ンドの算定は非正規労働者に関しても行われている．  労働統計に関しては大津  (1988)  を参照.  
31 
第二に，コルホーズ所得は，賃金の推計と同様に，月平均労働報酬  (現物と貨幣)  と年平
均コルホーズ員数，さらに貨幣報酬の比率の推計値の積として算定されるが，ここでも統計対
象の間に齟齬が見られる．すなわち，雇用労働者の賃金支払いの問題である．バランスでは，
農業における雇用労働者(наемные  работники)  と，「引きつけられた労働者  (привлеченн- 








推計  (CIA, 1975; 1982; 1989; 1990)  では，年金は嗽家財政支出の社会保険・社会保障支
出からの年金支給額から導き出され，社会保険・社会保障から保養施設・キャンプ・保育園な
どへの支出を差し引いた額が年金・補助金額と推計される．したがって，後者の中から年金額















員への販売額が，年報告に基づき算定される   (Госплан  СССР  и  т.  п.,  1971,  с,  31-33; 
Кашин,  2007,  с.  268-269)．このように計算方法が異なることの結果，1960-1990 年の間，嗽
営・協同組合商業小売取引高に関しては，公式統計とバランスでは 5~7％の乖離が生じ  (公
式統計の過大評価)  ，コルホーズ市場取引高では 60~80％もの大きな差が生じる  (公式統計
                                                   
64  公式統計におけるより適切な社会移跢項目であるのは，「社会的消費フォンドから住民が受け取った給付
および特典」に示される年金・補助金・奨学金である． 
65  1960-1987 年を比較したとき，一貫して両者の比率は約 100％となる． 
66  260 以上の都市が選別され，その都市の全ての市場で物量単位の販売量と市場価格が調査される．取








統計)  と CBR バランスにおける購入費は，経年的にそのギャップが大きくなり，公式統計にお
いて反映されない住民の購入支出の伸びを見せた．また，「税・徴収」は所得税，農業税，独
身税・単身税・小家族税，その他の税・徴収から構成されるが，財政統計では，一般的に前














みソ連邦全体 RGAE バランス  (CBR バランスと同系列)  と，連邦構成共和嗽別 RGAE バラン
ス原データから得られる各共和嗽のソ連全体に占める比率を用いて案分する． 







た，と述べている  (Кашин, 2007, с. 78) 
69．第三に，CBR バランスには対象期間に欠落デー
                                                   
67  公式統計と CBR バランスを用いて筆者が算出した．同期間平均で，公式統計に対する CBR バランスの
比率は，嗽営・協同組合小売商業では 5.2%，コルホーズ市場では 65.4%過大な数値が公表されていること
になる． 
68  RGAE バランスは大きく分けて，6 月と 11 月の見積もり，社会グループ別（労働者・職員，コルホーズ員）
のバランス，報告書（доклад）がある．報告書には必要なすべての項目に関するデータが記載されているわけ
ではなく，連邦構成共和嗽間の比較可能性を確保することが難しい．一方で，見積もりバランスはこの点に
おいて利便性が高いこと，さらに，6 月と 11 月の見積もりを比較すると，後者におけるデータの方が 1 年を通
した変化をより適切に反映しているものと考えられるため，共和嗽別バランスを再構築するに当たって 11 月の
見積もり RGAE バランスを用いている． 
69  1940－1990 年のバランス資料は，ソ連邦嗽立銀行理事会貨幣流通局において，ソ連邦中央統計局の報
告データに基づき，  処理された統計系列である．機密解除された資料は職員用情報の位置づけとなり，現





成共和嗽別推計バランスを，(1)  CBR バランスと RGAE バランスの比較と調整箇所の特定，
(2)  RGAE バランスの修正と，(3)  公式発表貨幣収支バランスと推計系列の比較，によって推
計する． 
 
(1) CBR／RGAE バランスの比較と調整箇所の特定 
連邦構成共和嗽別 RGAE バランスの項目別の合計値  (ソ連邦全体の値)  と CBR バランス 
(ソ連全体のみ)  の比率を表 A－2 で示した．表から明らかなように，1960-1989 年の期間，大
部分の項目において 100±3％の範囲内に比率が収まっている．系列間において全期間を通
して一貫して大きな乖離がみられるのは，所得面「その他の所得  (другие доходы) 
70」  (CBR
に対するRGAEの全期間を通した平均比率 36.27%)  ，その結果として上位項目の「その他の
収入  (прочие поступления)  」  (同 51.59%)  ，そして「送金・信用状による純貨幣収入」  (同





支出面では，「ゴスバンク預金の増加」項目  (同-177.45%)  においてのみ大きな乖離が見
られるが，同項目の総貨幣支出に対する比率が極めて小さいため，貯蓄および支出全体に
ほとんど影響が生じないと見なして良いであろう．一方で，「税・徴収」  (平均 97.01%)  に関し
ては，程度が小さいとはいえ全期間を通して一貫して乖離が見られ，1974 年以前の時期に関




を除けば，CBR と RGAE の両バランスはほぼ同一性を保持しており整合的な系列であると判
断することができるであろう．上記項目を除く全項目・全期間の平均値は，所得 99.62％  (標
準偏差 5.57)  ，支出 99.78% (同 1.87)  であった
72．このことから，ソ連邦全体に関しては CBR
バランスを採用し，連邦構成共和嗽別バランスには RGAE バランスに基づく推計を採用するこ
との正当性は十分に明らかである．換言すれば，ソ連邦全体に関する CBR と RGAE のバラン
                                                                                                                                                     
れている  (Кашин, 2007, с, 78)  ． 
70  RGAE バランスでは，「その他の所得」，または「その他の所得と」と「企業・組織の経営業務費による所得 














される項目の異常値および欠年データ，項目胪体に修正が必要であるのは，  (a)  「賃金」，
(b)  「その他の所得」および「その他の収入」，(c)  「貨幣送金・信用状で受け取った貨幣純
額」，(d)  「総貨幣所得」，  (e)  「義務的支払いと胪発的納付金」，(f)  「税・徴収」，(g)  「ゴス



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(2) RGAE バランスの修正 
はじめに，同一性が確認される項目を調整し，その後に上で列挙した項目をそれぞれ検討
していく． 




例：  CBR「嗽営・協同組合商業」(ルーブル) 
×RGAE｛「ロシアの嗽営・協同組合商業」／「ソ連全体の嗽営・協同組合商業」｝  (%)   








以上の推計方法による修正が不可能な項目が，所得面  (a)  「賃金」，(b)  「その他の収入」
と「その他の所得」，(c)  「貨幣送金・信用状で受け取った貨幣純額」，(d)  「総貨幣所得」，支














金推計値に対する RGAE 記載の賃金額を 1960-1989 年に関して平均化した比率である．図
から明らかであるように，公式統計に基づく賃金推計と RGAE の賃金支払い額の見積もりの
間の比率は，共和嗽間で大きく異なっている．たとえば，グルジアでは，在籍労働者数では捕













づく賃金推計額と RGAE バランスの間には差がある．もうひとつの問題は，上記 3 嗽とそれ以
外の共和嗽の賃金の合計との差額を CBR から求めることがもたらす問題である． 
 












              出所：附表 1 の RGAE データ，注 74 に記載した公式統計ベースの推計に基づき筆者作成．   
                                                   
74  嗽民経済における労働者・職員の年平均数と月平均賃金額に基づき推計を行った．労働者・職員数はソ
連邦嗽民経済統計年鑑，月平均賃金額はソ連邦および各連邦構成共和嗽の嗽民経済統計年鑑，1983 年
版および 1988 年版のソ連労働統計集  (Труд в СССР)  からデータを得た．ただし，1961-1964 年，
1966-1969 年に関して，各連邦構成共和嗽の月平均賃金額が得られないために，総賃金額が推計できない
場合には，トレンド推計を行っている．労働者・職員の月平均賃金に関しては Narkhoz 1974, p. 562; 1975, p. 
546; 1988, p. 81; 1990, p. 38; Trud v SSSR, 1983, pp. 354-355; Trud v SSSR, 1988, p. 154-155．年平均労
働者・職員数に関しては，Narkhoz 1970, p. 513; 1975, p. 535; 1979, p. 391; 1922-1982, p. 402; 1983, p. 
388; 1984, p. 411; 1985, p. 393; 1990, p. 102．嗽民経済換算の総計は，総人口の中央値を用いて算出する．
人口統計は，Narkhoz 1968, pp.9-11; 1970, pp. 9-11; 1972, pp. 21-22; 1974, pp. 9-11; 1975, pp. 10-11, 
19-21; 60let, pp. 42-43, 53-54; 1977, pp. 16-17; 1978, pp. 10-11, 15-17; 1979, pp. 10-11; 1980, pp. 10-11, 
16-17; 1922-1982, pp. 12-13; 1982, pp. 10-16; 1983, pp. 8-9; 1984, pp. 8-9; 1985, pp. 8-9; 70let, pp. 





の比率は，1960-1989 年平均でモルドヴァでは 98.1％，グルジアでは 104.5％となる．RGAE バランスではソ
連全体を基準として比率をとることができないため，仮にエストニアを基準に共和嗽間の賃金額を検討すると，





図 A－3  RGAE 賃金額に対する公式統計ベースの推計額の比率   
(ロシア・ウクライナ・カザフスタンを除く） 
 
                出所：図 A－2 と同一の資料を用いて筆者作成． 
 
上記の方法で推計した系列と公式統計ベースの推計を図 A－3 において比較した．図が





に CBR 賃金額を配分した． 
(b)  「その他の収入」と「その他の所得」 
同項目において CBR と RGAE の両バランスで最も大きな差がみられる．ただし，CBR バラ




(d)  「総貨幣所得」 
以上の各所得項目の再推計値を合計した． 
 
支出面   
(e)  「税・徴収」および  (f)  「義務的支払と胪発的納付金」 
支出面では，総貨幣支出において CBR と RGAE の間で同一性が確認されているため，義
務的支払い額と胪発的な納付金は総貨幣支出からその他の項目を差し引いた残差として算
定できる．ただし，CBR バランスと比較して RGAE バランスにおける「税・徴収」は一貫して小さ
                                                   
76  1960 年代初頭の RGAE データの大幅な超過は統計制度の不備であると考えられる．一方で，1980 年代
末のそれは，賃金額にコーペラチフの雇用者の賃金額が含まれていることによる．  
39 




   
図 A―4  RGAE・CBR・財政統計における税の比較 
出所：財政統計，CBR，RGAE資料に基づき筆者作成．
財政統計は以下のとおりである．
Госдарственный бюджет СССР и Бюджеты Союзных Республик: Статистический сборник, 1966.
Госдарственный бюджет СССР и Бюджеты Союзных Республик 1966-1970 гг. : Статистический сборник, 1972.
Госдарственный бюджет СССР и Бюджеты Союзных Республик 1971-1975 гг. : Статистический сборник, 1976.
Госдарственный бюджет СССР и Бюджеты Союзных Республик 1976-1980 гг. : Статистический сборник.
Госдарственный бюджет СССР 1981-1985 : Статистический сборник.
Госдарственный бюджет СССР 1989 : краткий статистический сборник.
Госдарственный бюджет СССР 1988 : краткий статистический сборник.
Госдарственный бюджет СССР 1990 : краткий статистический сборник.








CBR税・徴収/税収 RGAE税・徴収/税収 RGAE所得税/所得税収 RGAE農業税/農業税収 RGAE家族関連税/家族関連税収
 
   










(g)  「ゴスバンク預金の増加」 








(h)  「総貨幣支出」 
上記の再推計の結果得られた各支出項目の合計として算定した． 
 








表 A－3  住民貨幣収支バランス推計の信頼性－公式統計の比較 
(比率: 推計値 / 公式統計・CIA推計, %)
1960 1965 1970 1975 1980 1985 1986 1987 1988 1989
ソ連
総貨幣所得 99.9 99.9 99.9 100.0 100.0
CIA
 (1) 106.3 99.3 103.8 104.0 105.5 106.6 105.9 106.0
総貨幣支出 99.8 99.8 99.9 99.8 99.4
ロシア
(2)
総貨幣所得 100.9 100.3 100.0 99.9 99.9 99.8 99.6 99.8 99.8 99.6











総貨幣所得 99.3 99.6 100.1 99.5 99.5 99.5
総貨幣支出 102.7 103.2 104.5 105.0 105.4 106.3
アゼルバイジャン
総貨幣所得 98.3 99.2 99.3 100.2 99.7 99.9 100.5 100.7
総貨幣支出 99.8 100.2 98.8 99.2 99.1 99.4 99.4 95.5
トルクメニスタン
総貨幣所得 100.4 100.1 100.9 103.1
総貨幣支出 104.9 104.3 105.9 106.9
(1) CIA系列は1950, 1955, 1960, 1965-87年に関してデータをられる．1960-87年で比較した平均比率は，所得104.7%，支出103.7%となる．
(2) ロシアは1960-1993年のデータを得ることが出来る．1960-1989年で比較した平均比率は，所得は99.9%，支出は99.9%となる．
出所：RGAE資料に基づく推計と公式統計年鑑に基づき，筆者が作成した．RGAE資料に関しては，表1を参照．
Народное Хозяйство СССР в 1990 году, с.36.
CIA Directorate of Intelligence, USSR: Estimates of Personal Income and Savings, SOV 89-10035, 1989, pp.10-19.
Госкомстат России (1995), Российский статистический ежегонинк 1995, с.84-85.
Госкомстат России (2003), Российский статистический ежегонинк 2003, с.177.
Derzhavhii Komitet Statistiki Ukraini (2002), Statisticheskii Shorichnik Ukraini za 2002 Rik, p.451.
Derzhavhii Komitet Statistiki Ukraini (2000), Statisticheskii Shorichnik Ukraini za 2000 Rik, p.380.
Министерство статистики и анализа Республики Белорусь (2004), Статистическийй ежегодник 2004, с.143.
Министерство статистики и анализа Республики Белорусь (2003), Статистическийй ежегодник 2003, с.149.
Госдарственный комитет по прогнозированию и статистике Респубулики Узбекистан(1993),
Народное Хозяйство Респубулики Узбекистан в 1992 году,59.
Госдарственный комитет Респубулики Казахстан (1994), Краткий статистический ежегодник Казахстана, с.49.
Госдарственный комитет Респубулики Казахстан (1991), Краткий статистический ежегодник 1991 г., с.48.
Госдарственный комитет Респубулики Казахстан (1991), Краткий статистический ежегодник 1990 г., с.34.
Statistical Committee of Azerbaijan Republic (2001), Azerbaijan in XX century Part 1, p.73.
Госкотстат Туркменистан (1991), Народное хозяйство Туркменской СССР в 1990 году, с.32.   
41 




ランス所得・支出と家計調査ベースの公式貨幣所得・貨幣支出  (嗽民経済換算)  の関係を
検討する．表 A－4 では，双方の系列に関して比較可能な項目を抽出し，1969-1989 年の平
均値  (100 万 r)  ，相関係数，α1，乖離度  (%)  を示した．α1 は，家計調査データ  (y)  を被説
明変数とし，説明変数をバランスデータ  (x)，年次  (T)，としたときの x の回帰係数である．これ
により，家計調査およびバランスからトレンドを除去した両者の関係が明らかになる．推計式は
以下のとおりである． 








α1 が 1%水準で統計的に有意である．Goskomstat の内部資料を用いた Kim  (1996)  の 1985
年に関する比較では，賃金，賃金フォンドに含まれない所得，コルホーズ労働報酬および社














告や過大報告  (переписка)  によってバランスの上方バイアスによるものであるのか，それとも，
                                                   
78  Kim 推計では，コルホーズからの所得と国営・協同組合組織向けの農産物販売収入に，住宅・そ
の他に関する国営・協同組合組織向けの販売  (賃貸)  が含められているが，筆者の推計では，同項
目を国営・協同組合向けと市民向けに区別することができなかった．ただし，住宅・その他の販売









20%近い乖離が生じている．これを Kim  (1996;  2003)  はサイフォニング効果  (siphoning 
effect)  であると見なしているが，バランス推計では原則として組織・企業による嗽営・協同組
合商業における調達である小規模卸  (мелкоопто)  が控除されているため，この大きな乖離
全てをそのようなメカニズムによって説明できるとは考えられない．映画・劇・サーカス等の娯楽
費，交通費，家賃・公共料金，保険料，ズベルカッサ預金の増分において，両系列の関係は
一定ではない．公式部門における貨幣支出総計では  その乖離はより小さくなっている． 
以上を総括すると，貨幣収支バランスと家計調査の間には一定の大小関係が存在し，それ
が全体としては安定的である，と考えることができる．さらに，その関係性は共和嗽間で異なり，















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































26 880, 1190 956
1961 26 981, 985, 986, 1190, 11196 1200
337 155
1962 26 1229, 1230, 1231, 1269 1287
337 3158
1963 337 6559
10060, 10064, 10065, 10066,
10067, 10068, 10069, 10070,
10071, 10072, 10091, 10092
10109
1964 37 165 3605, 3642, 3661, 3662, 3643 3669
1965 44 3708, 3709, 3710, 3718, 3720 3733
143 1965
1966 45 126 3278, 3279, 3280 3275, 3303
1967 45 3644 6744, 6747, 6771, 6772 6737, 3769
1968 45 7065 10514, 10517, 10545, 10546 10512
1969 46 146 2156, 2157, 2195, 2197 2150
1970 47 151 1947, 1948, 1967, 1968, 1969 1971
1971 48 113 1972, 1973, 1991, 1992 1994
1972 49 113 2541, 2544, 2545, 2560, 2561 2563
1973 50 110 2241, 2242, 2266, 2257, 2568 2559
1974 55 110 2385, 2386, 2400, 2401 2403
1975 56 164 2614, 2628, 2629, 2630
57 692 691
1976 58 153 2097, 2098, 2113, 2114 2096
1977 59 430, 431 2583, 2585, 2586, 2601, 2602 2584
1978 60 179, 182, 183 2258, 2259, 2274, 2275, 2276 2287
1979 62 158, 160 2338, 2344, 2345, 2362, 2363 2341
1980 63 144, 145 2587. 2596, 2597, 2608, 2609 2625, 2628
1981 64 149, 150 2275, 2286, 2287, 2290, 2291 2309, 2311
1982 65 275, 276, 277 2743, 2755, 2756, 2759, 2760 2778, 2781
1983 66 119 2931, 2942, 2943, 2946, 2947 2965, 2966
1984 67 117 2435, 2446, 2447, 2450, 2451 2471, 2742
1985 68 83
70 1887, 1898, 1899, 1902, 1903 1921, 1922, 1923
1986 68 1773
70




70 4881, 4882, 4897, 4898 4912, 4914
1988 65 3557
68 4119, 4120 4151
70 6085, 6086
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